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学校教育目標  自らすすんで、学ぶ、鍛える、共に生きる  
    

 

共に生き、困難に打ち勝つ 

校長 栗原 秀樹 

例年にない静かな学校が年度末から続いています。その学校に集う人々を励ますよ

うに、周辺の桜が私たちに勇気を与えてくれています。一刻も早く、この事態が終息

してくれることを願うばかりです。  

さて、様々な制約がある中で４月６日、１７８名の新入生が本校に入学しました。

希望と期待に胸を膨らませた新入生は、緊張こそしているものの、真新しい標準服に

身を包みしっかりと前を向いているように思いました。新入生代表のことばでは、そ

れを証明するかのように力強い言葉で、その場にいる私たちにエネルギーを与えてく

れました。  

世界的な規模での感染拡大は、私たち一人ひとりの自覚と行動が重要であることを

強く感じています。本校の学校教育目標の「共に生きる」という視点からも、この困

難に対し、共に手をとりながら乗り越えていくことが求められているのではないかと

式辞でも新入生に向かって話したところです。  

翌日 7 日には、着任式・始業式を校内放送により行いました。14 名の教職員が新た

に着任し、508 名の生徒と共に令和 2 年度の学校生活が始まりました。本年度も、学

校教育目標「自らすすんで、学ぶ、鍛える、共に生きる」を合言葉に、生徒の教育を

保護者・地域の皆様と共に進める所存です。どうぞよろしくお願いいたします。  

 

 

 これまでに経験したことない新年度の

始まりです。６日には、保護者、来賓の

皆様に御臨席いただけない中での入学式

でしたが、整然としっかりとした足取り

の新入生は、立派でした。事前の学活で

は、クラスの仲間ともほとんど会話もで

きない状況でしたが、配られた真新しい

教科書をめくりながらこれからの中学校

生活に想いを巡らせているようでした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【新入生代表のことば】一部抜粋 

 これから始まる中学校生活は新しい校
舎、新しい制服、新しい仲間、今までと
違った環境に不安と期待が入り混じった
気持ちです。それを楽しみに変えて、自
分の行動に責任をもち、一歩一歩前に進
めるよう努力してまいります。  

 私が１番楽しみにしていることは、仲
間や先輩方と深くかかわり合える部活動
です。小学校の時には経験できなかった
ことができるので、とてもワクワクして
います。時には失敗や悔やむこともある
かもしれません。どんな時でもポジティ
ブな気持ちをもってチャレンジし続けま
す。自分の限界をこえた時の景色が素晴
らしいものだと信じて、精一杯取り組ん
でいきたいです。  

 半面、勉強では不安な気持ちの方が大
きいです。序業のペースについていける
だろうか。内容をしっかりと理解できる
だろうか。たくさん心配なことがありま
す。常に学ぶ姿勢を忘れず、予習・復習
を繰り返すことで自分に自信をつけ、
日々の授業にのぞみたいです。そして部
活動と勉強の両立を目標にかかげ、未来
の自分へとつなげていきたいです。  

令和２年 ４月６日 新入生代表  

令和 2 年度入学式 



お知らせ 

 

 

 ４月７日、令和２年度の始業式が行われ

ました。２・３年生は、例年のように、昇

降口で、クラス発表のプリントを受け取る

と、自分のクラスを確認し、友達との再会

を喜び合っていました。１年生は前日に入

学式を終えた

ことから、２

日目の登校で

した。まだま

だ緊張感の残

る面持ちでは

ありますが、

昨日よりはリ

ラックスした

表情がうかがえました。担任の先生から説

明を一生懸命に聞き、たくさんの教材やプ

リントに向き合いながら目を通す姿が印象

的でした。始業式は、テレビ放送の形がと

られ、各学級での参加となりました。校長

先生のお

話、着任職

員の紹介が

行われまし

た。２・３

年生は新し

い教科書、

副教材、課

題等が配ら

れました。つかの間の再会を喜び合いなが

らも、翌日からの臨時休校に備えていまし

た。生徒たちは、「また、これでしばらく

会えなくなるね」と名残惜しそうに家路に

ついていました。  

家庭で過ごす時間が長くなると思いま

すが、みなさんが安心して学校生活を始め

られるように、準備をしています。学校が

再開し、元気な姿でみなさんが登校できる

日を心待ちにしています。安全に、そして

健やかに休校の時間を過ごしていただけれ

ばと思います。  

 

 

 

あかね台中では、定期的な面談以外に

も、自分のことや友達関係、学習のこと

など、困ったことや気がかりなことがあ

った時はいつでも気軽に御相談を受け付

けていています。 

担任はもちろん、学年の先生、部活

動・教科の先生、生徒指導専任の先生、

養護の先生……いつでも、誰にでも、声

をおかけください。  

 また、何か学校生活に対してお気づき

の点や、お困りの点などございました

ら、随時、御相談ください。よろしくお

願いいたします。  

●  スクールカウンセラー  ●  

本校のスクールカウンセラーは鈴木綾子

です。原則として、毎週金曜日に来校しま

す。  

カウンセラー専用直通電話  

電話０４５（９８５）５０１６  

こころに関する相談なら何でもＯＫです。

相談は予約制です。直接申し込むか、担任

等に御相談ください。  

●  特別支援教育相談窓口  ●  

 特別支援教育に関するご相談は、本校特

別支援コーディネーター藤田、落合まで御

相談ください。  

藤田 茂樹  （生徒指導専任教諭）  

落合 結衣  （養護教諭）     

松本 宇子  （副校長）  

その他、学校におけるセクシャルハラ

スメントをなくすための相談窓口も設け

ています。  

電話  ０４５（９８５）５０１０  

教育総合相談センターの一般教育相談も

セクハラ相談窓口として利用できます。  

電話：671-3726 月～金  

9:00～17:00（祝日・振替休日を除く）

 

 

◎学校だよりの紙面変更について 

日頃より、学校だより「あかねだい」を御覧いただきありがとうございます。生徒数の減少に

よる学校予算の縮減や教職員の働き方改革を受けて、本年度より紙面をＡ３版両面刷りからＡ４

版両面刷りに変更いたします。今後、学校 Webページによる情報発信を充実していきますので、

どうぞ御理解・御協力をお願いいたします。 

令和 2 年度始業式 相談活動について 


